
【現　行】検査科目の配点
　　専　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　攻 口頭試問を含む面接 成績証明書 志望理由書等 総 　　点

100 200 300

100 200 100 400

200 200 100 500

応 用 化 学 ・生命工学コース 200 200 400

化学工学コース 200 200 100 500

50 200 50 300

200 200 100 500

100 100 100 300

100 300 400

100 100 *１００ 300

＊生命化学専攻の「志望理由書等」１００については、研究計画書の配点とします。

【変更後】検査科目の配点

　　専　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　攻 口頭試問を含む面接 成績証明書 志望理由書等
TOEIC 又は

TOEFL
総 　　点

100 200 〔注１〕 300

75 200 100 25 400

200 200 100 500

応 用 化 学 ・生命工学コース 200 200 400

化学工学コース 200 150 100 50 500

50 200 50 50 350

200 200 100 500

100 100 〔注２〕 200

100 300 400

100 80 *１００ 20 300

＊生命化学専攻の「志望理由書等」１００については、研究計画書の配点とします。

 
【現　行】合否判定基準（同点者の優先順位）
　　専　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　攻 　　　　　　　　　同　　　　点　　　　者　　　　の　　　　優　　　　先　　　　順　　　　位

１．成績証明書　  ２．口頭試問を含む面接　

１．成績証明書　２．口頭試問を含む面接　３．志望理由書

１．成績証明書　  ２．口頭試問を含む面接　３．志望理由書

応 用 化 学 ・生命工学コース １．成績証明書　  ２．口頭試問を含む面接　

化学工学コース １．口頭試問を含む面接　２．成績証明書　３．志望理由書

１．成績証明書　２．口頭試問を含む面接　３．志望理由書

１．口頭試問を含む面接　２．成績証明書　３．志望理由書

１．成績証明書　２．口頭試問を含む面接　３．志望理由書

１．口頭試問を含む面接　２．成績証明書　

１．成績証明書　２．口頭試問を含む面接　３．研究計画書

【変更後】合否判定基準（同点者の優先順位）
　　専　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　攻 　　　　　　　　　同　　　　点　　　　者　　　　の　　　　優　　　　先　　　　順　　　　位

１．成績証明書　２．口頭試問を含む面接　

１．成績証明書　２．口頭試問を含む面接　３．志望理由書 　４．TOEIC又はTOEFL

１．成績証明書　２．口頭試問を含む面接　３．志望理由書

応 用 化 学 ・生命工学コース １．成績証明書　２．口頭試問を含む面接　

化学工学コース １．口頭試問を含む面接　２．成績証明書　３．TOEIC又はTOEFL　４．志望理由書

１．成績証明書　２．TOEIC又はTOEFL　３．口頭試問を含む面接　４．志望理由書

１．口頭試問を含む面接　２．成績証明書　３．TOEIC又はTOEFL

１．口頭試問を含む面接　２．成績証明書

１．口頭試問を含む面接　２．成績証明書　

１．成績証明書　２．口頭試問を含む面接　３．TOEIC又はTOEFL　４．研究計画書

〔注２〕　数理情報科学専攻の「志望理由書等」については、提出の必要がありません。

の「検査科目の配点」及び「合否判定基準（同点者の優先順位）」を下記のとおり変更します。
 　鹿児島大学大学院理工学研究科では、平成２８年度博士前期課程入試から口述試験（平成２７年７月実施予定）

海 洋 土 木 工 学

情 報 生 体 シ ス テ ム 工 学

電 気 電 子 工 学

建 築 学

海 洋 土 木 工 学

情 報 生 体 シ ス テ ム 工 学

数 理 情 報 科 学

情 報 生 体 シ ス テ ム 工 学

数 理 情 報 科 学

物 理 ・ 宇 宙

生 命 化 学

機 械 工 学

化学生命・化学工学

物 理 ・ 宇 宙

生 命 化 学

物 理 ・ 宇 宙

生 命 化 学

機 械 工 学

電 気 電 子 工 学

建 築 学

数 理 情 報 科 学

化学生命・化学工学

化学生命・化学工学

化学生命・化学工学

機 械 工 学

電 気 電 子 工 学

建 築 学

海 洋 土 木 工 学

情 報 生 体 シ ス テ ム 工 学

数 理 情 報 科 学

物 理 ・ 宇 宙

生 命 化 学

機 械 工 学

電 気 電 子 工 学

建 築 学

海 洋 土 木 工 学

〔注１〕　機械工学専攻の「TOEIC又はTOEFL」については、選抜の際の基礎資料とします。


